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願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
や
Ｋ
Ｔ
Ｒ
（
北
近

畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
）、路
線
バ
ス
な
ど

の
公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
も

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
の
公
共
交
通
機

関
を
維
持
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん

の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
交
通
政

策
係
�　

－

１
７
１
２

２３

し
、
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
現
在
利
用
し

て
い
る
方
の
み
な
ら
ず
、
地
域
全

体
で
積
極
的
な
バ
ス
の
利
用
を
お

　

市
で
は
、
昨
年　

月
１
日
か
ら

１０

市
営
バ
ス
「
イ
ナ
カ
ー
」
の
運
行

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
幼
稚
園

や
小
中
学
校
、
高
校
へ
の
通
園
通

学
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
の
交
通

手
段
と
し
て
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

こ
の
市
営
バ
ス
「
イ
ナ
カ
ー
」

は
、
現
在
、
実
証
運
行
を
し
て
お

り
、
今
後
、
路
線
維
持
に
関
す
る

市
の
基
本
的
な
考
え
方
を
踏
ま
え

て
、
路
線
ご
と
に
評
価
し
、
必
要

に
応
じ
て
運
行
計
画
を
見
直
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

実
証
運
行
後
も
継
続
し
て
運
行

▲市営バス ｢イナカー ｣（河野辺
線・但東町平田）

市営バス「イナカー」の利用状況
（平成２０年１０月１日～１２月３１日）

１便当たり利用者数（人）利用者数（人）
路線名

計通園通学一般計通園通学一般

２．５７１．７７０．８１１，７１９１，１８０５３９気比三原線

０．１３－０．１３４６－４６宇日日和山線

１．７７－１．７７９６４－９６４赤石線

４．８２３．８２１．００４，５３８３，５９６９４２竹野海岸線

２．１７１．０７１．１０２，２０１１，０８３１，１１８竹野三原線

２．２７１．２０１．０７２，３０２１，２１６１，０８６床瀬線

１．５３－１．５３１，４８３－１，４８３三方線

１．１８－１．１８４３３－４３３八代線

２．２５２．０４０．２２８２５７４５８０奥山線

０．２０－０．２０７４－７４奥小野線

５．９１５．７３０．１７３，９６４３，８４８１１６天谷佐々木線

７．０２５．５９１．４３８，１２０６，４６４１，６５６河野辺線

０．１５－０．１５５８－５８合橋資母高橋線

３．０３２．０５０．９７２６，７２７１８，１３２８，５９５計
※一般利用者は、幼稚園・小中学校への通園通学者を除いた利用者です。
※一般利用者の利用状況で路線を評価します。

　

市
で
は
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
を
促
進

し
、
地
球
温
暖

化
を
防
止
す
る

た
め
、
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

既
に
、
防
災
行
政
無
線
放
送
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
が
、
１
月　

日
の

１３

国（
経
済
産
業
省
）の
補
助
制
度
の

受
付
開
始
と
合
わ
せ
て
、
市
の
補

助
金
の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

国
の
制
度
（
太
陽
電
池
出
力
１

キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
７
万
円
）
と

併
用
す
る
と
、
最
大
で
太
陽
電
池

出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り　

万
１２

円
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

環
境
政
策
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
対
象　

住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
、
電
力
会
社

と
電
力
受
給
契
約
を
締
結
す
る

方（
申
込
み
時
に
未
着
工
の
方
）

▽
補
助
金
額　

太
陽
電
池
出
力
１

キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
５
万
円

（
限
度
額　

万
円
）

２０

※
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順

▽
申
込
方
法　

コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生

課
、
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課

ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入

の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト

リ
共
生
課
環
境
政
策
係
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０
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７
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問
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財
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３
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
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太
陽
電
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出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り

5
万
円（
限
度
額　

万
円
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２０
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山
陰
海
岸
国
立
公
園
は
、
山
地

が
直
接
、
日
本
海
に
接
す
る
所
が

多
く
、
断
崖
、
洞
門
、
小
島
な
ど

が
発
達
す
る
岩
石
海
岸
と
、
河
川

と
海
水
に
よ
る
砂
質
海
岸
と
を
繰

り
返
す
変
化
に
富
ん
だ
景
観
を
形

作
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
但
馬
海
岸
か
ら
少
し
南

下
す
る
と
、 
氷
ノ  
山  
後
山  
那  
岐  
山 

ひ
ょ
う
の 
せ
ん 
う
し
ろ
や
ま 

な 

ぎ 

さ
ん

国
定
公
園
に
属
す
る
氷
ノ
山
、 
扇 

お
う
ぎ

 
ノ  
山 
、
神
鍋
山
な
ど
の
火
山
地
形

の 

せ
ん

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
地
球
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動
を
私
た
ち

に
語
り
か
け
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
景
観
を
作
っ
た
大
地

の
動
き
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
ジ

オ
パ
ー
ク
の
目
的
で
も
あ
り
、
但

馬
の
自
然
を
保
護
・
保
全
し
、
産

業
や
教
育
に
活
用
し
な
が
ら
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

▲淀の洞門（竹野町切濱）

シリーズ 2 日本列島の生い立ち（前編） 
　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携
し、竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神
鍋高原などを中心としたエリアを、｢山陰海岸ジオパーク｣として、
世界ジオパークネットワークへの登録を目指しています。このジ
オパークについて、北但層群化石研究会代表の三木武行さんに、
シリーズで紹介していただいています。 

《問合せ》観光課�21-9016

　

私
た
ち
の
大
地（
日
本
列
島
）

を
形
成
し
て
い
る
岩
盤
は
、
数

億
年
か
か
っ
て
大
陸
の
一
部
と

し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

海
洋
プ
レ
ー
ト
が
大
陸
プ

レ
ー
ト
の
下
に
潜
り
込
む
こ
と

に
よ
っ
て
地
震
や
火
山
活
動
を

発
生
さ
せ
、
大
陸
か
ら
運
ば
れ

た
土
砂
と
遠
海
で
生
成
し
た
サ

ン
ゴ
礁
や
チ
ャ
ー
ト（
石
英
か

ら
な
る
ち
密
で
硬
い
堆
積
岩
。

放
散
虫
な
ど
の
遺
骸
を
多
く
含

む
）
が
、
海
溝
部
で
混
合
さ
れ
、

大
陸
側
に
次
々
に
付
加
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
海
溝
に
並
行
し

て
帯
状
に
大
陸
が
成
長
し
た
の

で
す
。

　

や
が
て
大
陸
の
端
の
部
分
は
、

火
山
活
動
が
盛
ん
に
な
り
、
カ

ル
デ
ラ
（
火
山
の
噴
火
後
に
火

口
部
に
陥
没
し
た
円
形
の
大
き

な
く
ぼ
地
）
に
な
っ
た
り
、
引

き
裂
か
れ
た
り
し
て
湖
や
海
が

で
き
ま
す
。

　

但
馬
は
、
こ
の
岩
盤
の
上
に

火
山
岩
や
堆
積
岩
の
地
層（
北

但
層
群
や 
照  
来 
層
群
）が
堆
積

て
ら 

ぎ

し
た
地
域
な
の
で
す
。

　

岩
石
、
化
石
、
鉱
物
の
種
類

や
分
布
、
放
射
性
物
質
に
よ
る

岩
石
の
年
代
測
定
、
古
地
磁
気

に
よ
る
プ
レ
ー
ト
の
移
動
な
ど

の
証
拠
を
丹
念
に
調
べ
る
中
で
、

日
本
列
島
形
成
の
シ
ナ
リ
オ
が
次

の
よ
う
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

ア
ジ
ア
大
陸
の
東
端
で
火
山
活

動
や
地
殻
変
動
が
盛
ん
に
な
り
、

大
陸
の
縁
が
割
れ
始
め
ま
す
。
そ

う
し
て
で
き
た
カ
ル
デ
ラ
や
陥
没

し
た
く
ぼ
地
を
埋
め
る
よ
う
に
、

土
石
流
や
溶
岩
、
火
山 
砕  
屑  
物 
が

さ
い 
せ
つ 
ぶ
つ

堆
積
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
北
但
層

群
の
高
柳
層
や
八
鹿
層
で
す
（
地

層
は
詳
し
く
調
べ
ら
れ
た
地
域
の

名
前
が
付
け
ら
れ
る
）。

　

近
年
で
は
、
竹
野
、
香
住
、
村

岡
の
八
鹿
層
が
分
布
す
る
地
層
か

ら
大
型
ほ
乳
類
の
ゾ
ウ
や
サ
イ
の

足
跡
化
石
や
淡
水
性
の
貝
化
石
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

三郡山口帯 
舞鶴帯 丹波帯 

飛騨帯 

領家帯 

三波川帯 
秩父帯 

四万十帯 

中央構造線中央構造線
 

糸
魚
川
静
岡
構
造
線

糸
魚
川
静
岡
構
造
線 

中央構造線
 

糸
魚
川
　
静
岡
構
造
線 

海溝部では、チャートと土砂が 
混合され大陸端に付加される 

海溝 チャート 

海面 

火山 

マントル 

海洋プレート 

マグ
マ・
地震
の発
生 

大陸プレート 大陸プレート 

…カルデラ 

海洋プレート 

海溝 海溝 

大陸プレート 

淡水湖 淡水湖 

▲日本列島の基盤

▲大陸端の断面

▲約２５００万年前

約
2
7
0
0
〜
2
0
0
0
万
年
前

（
新
生
代
中
新
世
初
期
）


